
令 和 ７ 年 １ ２ 月 １ ０ 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予算決算委員会 

概況説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            熊 本 市 
 
 
 



－1－ 

 今回提案しております補正予算（案）の概要につきましてご説明い

たします。 

なお、今回は、当初提案分の「予算決算委員会説明資料（１１月補

正予算）」と追加提案分の「予算決算委員会説明資料（１２月補正予

算）」がございます。 

 まず、「予算決算委員会説明資料（１１月補正予算）」の２ページを

お願いいたします。 

 １１月補正予算（案）の総括表でございます。 

 一般会計に加え、特別会計のうち国民健康保険会計、介護保険会計、

後期高齢者医療会計、農業集落排水事業会計、競輪事業会計、植木中

央土地区画整理事業会計、奨学金貸付事業会計、企業会計のうち病院

事業会計、水道事業会計、下水道事業会計及び交通事業会計の補正予

算となっており、全会計の総額は、１３１億６，４５８万円となって

おります。 

 特別会計及び企業会計の各会計につきましては、人事委員会勧告

を踏まえた職員人件費の補正を計上しております。 

 特別会計のうち、国民健康保険会計、介護保険会計及び後期高齢者

医療会計につきましては、総合行政事務センターの運営に要する経

費等を計上しております。 
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 競輪事業会計につきましては、車券売上見込みの増加に伴います

払戻金や委託料を計上しております。 

 企業会計のうち、病院事業会計及び水道事業会計につきましては、

公用車におけるＮＨＫ受信料に係る経費を計上しております。 

交通事業会計につきましては、熊本市電再生プロジェクトに関す

る専門家会議の運営に要する経費を計上しております。 

 ３ページをお願いいたします。 

一般会計補正予算（案）の目的別集計表でございます。主な内訳を

ご説明いたします。 

議会費につきましては、人事委員会勧告を踏まえた職員人件費の

補正を計上しております。 

総務費につきましては、ふるさと応援寄附金の受入れに要する経

費２億３，３００万円や、河川水位と連動したサイレン吹鳴の自動化

に係るシステム更新等に要する経費３，９６０万円のほか、人事委員

会勧告を踏まえた職員人件費の補正などを計上しております。 

民生費につきましては、令和７年８月豪雨により浸水被害を 

受けた軽自動車等に対する軽自動車税相当額の給付に要する経費 

１，１５０万円や、小学校に入学する新１年生への黄色い帽子の配布

に要する経費８５０万円のほか、人事委員会勧告を踏まえた職員人
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件費の補正などを計上しております。 

衛生費につきましては、精神障害者保健福祉手帳所持者に対する

ＪＲ旅客運賃割引制度への対応に要する経費２１０万円のほか、人

事委員会勧告を踏まえた職員人件費の補正を計上しております。 

農林水産業費につきましては、集落営農組織や認定農業者等の経

営規模の拡大や農地の集積、農作業の省力化等に資する農業用機械・

施設の導入支援に要する経費２，１５６万円や、水田の畑地化に伴う

土地改良区への協力金等の支援に要する経費５３６万円のほか、人

事委員会勧告を踏まえた職員人件費の補正を計上しております。 

商工費につきましては、人事委員会勧告を踏まえた職員人件費の

補正を計上しております。 

土木費につきましては、浸水被害防止のための止水板購入・設置費

用の助成に要する経費１，０００万円や、企業版ふるさと納税等を活

用した市民協働による花緑のまちづくりに要する経費１，０００万

円のほか、人事委員会勧告を踏まえた職員人件費の補正などを計上

しております。 

消防費につきましては、人事委員会勧告を踏まえた職員人件費の

補正を計上しております。 

教育費につきましては、漱石文化の振興施策と一体になった、 
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民間事業者による夏目漱石ミュージアム設置への補助に要する経費 

３，５００万円や、富合小学校内で新たに受入拡大する児童育成クラ

ブの初度備品購入等に要する経費４２０万円のほか、人事委員会勧

告を踏まえた職員人件費の補正を計上しております。 

災害復旧費につきましては、令和７年８月豪雨により被災した農

地・農業用施設の災害復旧に要する経費９億３，０００万円や、人事

委員会勧告を踏まえた職員人件費の補正を計上しております。 

４ページをお願いいたします。 

一般会計補正予算（案）の性質別集計表でございます。主な内訳を

ご説明いたします。 

義務的経費のうち人件費につきましては、人事委員会勧告を踏ま

えた職員人件費の補正でございます。 

扶助費につきましては、軽自動車等浸水被害特例給付金でござい

ます。 

投資的経費のうち普通建設事業費につきましては、防災情報伝達

体制整備事業のほか、西区施設整備経費でございます。 

災害復旧事業費につきましては、農地等災害復旧経費でございま

す。 

 物件費につきましては、ふるさと応援寄附金推進事業のほか、総合
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行政情報システム整備経費などでございます。 

 補助費等につきましては、市税還付金のほか、漱石振興支援事業な

どでございます。 

５ページをお願いいたします。 

一般会計補正予算（案）の歳入集計表でございますが、内容につき

ましては、次のページでご説明いたします。 

６ページをお願いいたします。 

第４５款「分担金及び負担金」では、農地等災害復旧経費に係る特

定財源として２，０００万円を計上しております。 

第５５款「国庫支出金」では、漱石振興支援事業に係る特定財源と

して１，７５０万円などを計上しております。 

 第６０款「県支出金」では、補正額４億５，８２２万円を計上して

おります。 

内訳につきまして、１段目は畑地化促進事業に係る財源、２段目は

経営体育成対策事業に係る財源、３段目及び４段目は農地等災害復

旧経費に係る財源などでございます。 

第７０款「寄附金」では、ふるさと応援寄附金推進事業に係る特定

財源として４億６，６００万円を計上しております。 

第７５款「繰入金」では、新入生交通安全対策事業に係る特定財源
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として８５０万円を計上しております。 

第８０款「繰越金」では、今回の補正予算に計上する一般財源とし

て、前年度の剰余金を計上するものであり、補正額３２億３，９４６

万円を計上しております。 

第８５款「諸収入」では、総合行政情報システム整備経費に係る特

定財源として５４５万円を計上しております。 

第９０款「市債」では、農地等災害復旧経費に係る特定財源として

３億４，５００万円などを計上しております。 

 この他に、各会計において、翌年度以降に支出を伴います経費につ

きまして、債務負担行為の補正を計上しておりますが、項目につきま

しては、各分科会の説明資料に記載しておりますので、ご確認いただ

ければと存じます。 

 次に、追加提案分の「予算決算委員会説明資料（１２月補正予算）」

の２ページをお願いいたします。 

１２月補正予算（案）の総括表でございます。 

 一般会計のみの補正予算となっており、総額は、１０４億３，５０

０万円となっております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 一般会計補正予算（案）の目的別集計表でございます。 
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補正額の内訳につきまして、ご説明いたします。 

民生費につきましては、子育て世帯に対する物価高対応子育て応

援手当の支給に要する経費２７億３，７００万円を計上しておりま

す。 

 商工費につきましては、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付

金を活用した商店街等団体や企業等が実施する物価高騰対策プレミ

アム付商品券事業に対する支援に要する経費１５億円を計上してお

ります。 

 土木費につきましては、防災・減災、国土強靱化等への対応（道路、

河川、公園等の整備）に要する経費６１億９，８００万円を計上して

おります。 

４ページをお願いいたします。 

一般会計補正予算（案）の性質別集計表でございます。主な内訳を

ご説明いたします。 

扶助費につきましては、物価高対応子育て応援手当給付事業でご

ざいます。 

普通建設事業費につきましては、防災・減災、国土強靱化等対応経

費でございます。 

物件費につきましては、防災・減災、国土強靱化等対応経費ほか２



－8－ 

事業でございます。 

補助費等につきましては、物価高騰対策プレミアム付商品券発行

支援事業及び防災・減災、国土強靱化等対応経費でございます。 

５ページをお願いいたします。 

一般会計補正予算（案）の歳入の集計表でございますが、内容につ

きましては、次のページでご説明いたします。 

 ６ページをお願いいたします。 

第５５款「国庫支出金」では、補正額７３億４，２０１万円を計上

しております。 

内訳につきましては、１段目は、物価高騰対策プレミアム付商品券

発行支援事業に係る特定財源、２段目は、物価高対応子育て応援手当

給付事業に係る特定財源、３段目から５段目は、防災・減災、国土強

靱化等対応経費に係る特定財源でございます。 

 第６０款「県支出金」では、防災・減災、国土強靱化等対応経費に

係る特定財源として７，６３９万円を計上しております。 

第８０款「繰越金」では、今回の補正予算に計上する一般財源とし

て、前年度の剰余金を計上するものであり、補正額５，６７０万円を

計上しております。 

 第９０款「市債」では、防災・減災、国土強靱化等対応経費に係る
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特定財源として２９億５，９９０万円を計上しております。 

以上で説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 


